日本物理学会若手奨励賞（領域１２）授賞規定細則 

現行（平成22年9月のインフォーマルミーティングで承認）
１．審査委員会 

審査委員会は，授賞時の領域代表，前領域代表、次期領域代表および，領域代表が委嘱する６名の委員の計9名で構成し，領域代表（審査時は領域副代表）が委員長となる．審査委員は，領域代表（審査時は領域副代表）が提案し、インフォーマルミーティングで承認を受ける．領域代表が委嘱する審査員の任期は2年とし，任期後３年間は再任できないものとする．ただし経過措置として，初年度は領域代表が委嘱する6名のうち半数は任期1年とする． 

1） この規定にかかわらず3年以内に審査委員を経験した者が次期領域代表に選ばれた場合、次期領域代表の際は審査委員を務めるが、領域代表及び前領域代表の時は、直接審査に加わらないこととする。

2） 現に審査委員の任期中の者が次期領域代表に選ばれた場合は、例外的に前領域代表までの任期計４年間を務める。
改訂案

１．審査委員会

審査委員会は，授賞時の領域代表，前領域代表、次期領域代表および，領域代表が委嘱する６名の委員の計9名で構成し，領域代表（審査時は領域副代表）が委員長となる．審査委員は，領域代表（審査時は領域副代表）が提案し、インフォーマルミーティングで承認を受ける．この委員氏名に関しては、次の年の9月のインフォーマルミーティングにおいて報告するものとする。領域代表が委嘱する審査員の任期は2年とし，任期後３年間は再任できないものとする．ただし経過措置として，初年度は領域代表が委嘱する6名のうち半数は任期1年とする． 
3） この規定にかかわらず3年以内に審査委員を経験した者が次期領域代表に選ばれた場合、次期領域代表の際は審査委員を務めるが、領域代表及び前領域代表の時は、直接審査に加わらないこととする。
4） 現に審査委員の任期中の者が次期領域代表に選ばれた場合は、例外的に前領域代表までの任期計４年間を務める。
